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オーラル・サマリーの提示 

生徒が元になるメッセージ（e.g. リーディング英文，リスニング英文，生徒

によるまとまりのある発話）を読んだ／聞いた後で，その概要や要点を英語で

生徒に提示する活動 

 英語の正確さ 発話（要約）内容の適切さと語り

の工夫 

生徒を意識した言語使用 
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正確な英語（発音・語彙・文

法）を用いて，要約の提示がで

きている。 

 

(1) 元になるメッセージ内容を，的

確に再構成した要約を提示して

いる（例えば，“The writer makes 

three main points” など）。 

(2) プロソディー（e.g. 声量，ピッ

チ，スピード，ポーズ）の効果的

な調節により大変表情豊かな語

りになっており，その韻律が要約

内容の理解を深めている。 

 

生徒の言語知識だけでなく言

語処理能力（e.g. どの程度の

長さや複雑さの文であれば処

理できるか）を十分に考慮に

入れ，文の長さや構文の複雑

さを調整したり，ポーズを活

用したりして要約を提示して

おり，その生徒は高い集中力

を保って要約を聞くことがで

きている。 
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その場で即興で作った部分につ

いても，ほぼ正確な英語（発

音・語彙・文法）を用いて要約

の提示ができている。 

 

元のメッセージの本質的な内容を

簡潔にまとめた要約となってい

る。 

生徒が持つ言語知識を十分に

考慮に入れて英語を使ってい

るため，要約で用いられてい

る英語と生徒の英語知識のレ

ベルがうまく一致している。 
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(1) 事前に準備した要約につい

ては，ほぼ正確な英語（発

音・語彙・文法）を用いて提

示することができている。 

(2) 生徒の理解状況をモニター

して調整した部分（＝即興

で作った部分）については，

発音・語彙・文法の正確さに

問題はあるが，意味は十分

に通じるレベルの英語とな

っている。 

分量的に長く，また元のメッセー

ジからそのまま引用する形が多く

なりながらも，重要な内容をほぼ

含めた要約を提示することができ

ている。 

生徒が持つ言語知識（e.g. ど

の単語・文法が既習か）を考

慮に入れ，未習の語彙が多く

ならないように，また理解し

やすい文法構文を用いて要約

を提示しており，要約で用い

られている英語と生徒の英語

知識のレベルがおよそ一致し

ている。 
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事前に準備した要約について

も，深刻な英語の誤り（通じな

い発音，不適切な語彙選択，明

らかな文法的誤りなど）が見ら

れる。 

 

(1) 元のメッセージをほとんどその

まま繰り返しており，簡潔な言

い換えになっていない。 

(2) 原稿の棒読みのような語りにな

っている。 

 

全体的に，用いられている英

語（文法・語彙）が生徒の英

語知識のレベルにマッチして

おらず（過度に難しい），生

徒が要約を理解することがで

きていない。 

 
  

 

 

 


